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日本産 ミ ジ ン ギ リギ リ ツ ツ ガ イ 科 の 4新種

　　　　　　 波 　　部 　　忠 　　重

Four　New 　Species　of 　Japanese　Caecidae

　　　　　　　　　　　　　　　 Tadashige　HABE

　 　　 　　 　　 　　 　（National 　Science 　Museum ，　Tokyo 　160
，
　Japan）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （図版 Plate　 I）

　1953年筆者 は 日本産 ミ ジ ン ギ リ ギ リ ツ ツ ガ イ 科 2 種に つ い て 報 告 し ， そ の 後 ， 1963年に

3 種 を 追加 し 5 種 と した が ， さ ら に 樋出誠詢，坂 下泰典 ，加 藤 繁 富 の 諸氏 の 採 集 品 か ら 1

新 属 4 新種 を加 え る こ とが で きた の で ， 報 告 し感 謝 の 意 を 表す る 。

　　　　　　　　　　Pictocaecum 　J
’
aponicum 　n ．　gen ，＆ n ．　sp ．

　 　　 　　 　　 　　 　　 　 　 モ ヨ ウ ミ ジ ン ツ ツ ガ イ （新 称）

　　　　　　　　　　　　　　　（第 1 図版 ，第 14− 17図 ）

　殼は 微 小形 ， 円筒 状 ，多少 彎曲す る が ，殼 口 近 くで 多 少 よ く曲 る 。 殻頂 よ り殼 ロ へ ゆ る

や か に 太 くな る 。 殻頂 は 石 灰 で ふ さ が れ る が ，そ れ が 殼頂 で ほ と ん どふ くら み 出 な い
。 殼

口 は 円い が ， 殼 口 縁 は 厚 く な らな い 。 殼 表は 平滑 で 光 沢 は 弱 く，黄 白や 黄 褐 の ジ グ ザ グ状
の 斑 が あ る 。

　殼 高 2・Omln ，殻 口 径 0・5　rnm （完模 式標 本　国立 科学 博物館 NSMT −Mo 　55371
， 坂 下

泰 典採 集）

　殼 高 2・　0　mm ，殼 口 径 0・5mm （副 模式標 本 NSMT − Mo 　55372a
， 同上 ）

　殻高 2・　2　mm ，殼 口 径 0．5mm （能登 増穂 浦 ， 樋 出誠 詢採 集）

　殼 高 2．　5　mm ，殼 口 径 O．　6　mm （奄 美大 島 竜郷 町 ⊥浜 ，樋 出誠 詢採 集）

　模式産地 ： 鹿 児 島県知 覧町 松 ケ 浦

　分布 ： ．L記 3 産地 の 外 ，伊豆 Y・島戸 田 （加 藤繁 富採 集）

　附 記 ： 本 種 は ミ ジ ン ツ ツ ガ イ Brochina 属 に 似 る が ，穀 が 著 し く微 小 で ，殼 表 の 光 沢は

弱 く，ジ グ ザ グ の 模様 が あ る こ と で 異 な る の で 新 属 を 創 設す る 。 こ の よ うに 著 し い 模様は

西 イ ン ド諸 島産 に 分 布す る Me 　ioce　ras 属 以外 に は 見 ら れ な い 。な お ，　 Meioceras 属 と し

た パ イ ブ ミ ジ ン ツ ツ ガ イ は MooRE （1976）に よ れば Fartulum　kOjiyamai （HABE ，
　1963）

と な る 。

　　　　　　　　　　　　 Fartulum 　am α miensis 　n ．　sp ．

　　　　　　　　　　　　　ア マ ミ ミ ジ ソ ツ ツ ガ イ （新 称）

　 　　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　（第 1 図 版 ， 第 4 − 6 図）

　殼は 微小形 ， 半透 明 白色 薄質平 滑 ， 冂筒形 で 多 少彎曲す る 。殼 冂 近 くで 特に よ く曲 る。
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殼 頂 よ り殻 口 へ 僅か に 太 くな る。殼頂 を 閉ぢ る 石 灰 は 背方 で 高 くな る 。 殼 口 は 円い 。

　殼高 2．Omm ， 殼径 0．5mm （完 模式標本 　国立科 学博物 館所 蔵 NSMT −Mo 　55444）

　殼 高 2．Omm
， 殻 径 e．　5　mm （副模式 標本 NSMT −Mo 　55445a）

　殻高 2．Omm ，殼 径 0．5mm （副模式標本 NSMT −Mo 　55445b）

　模 式 産地 ： 奄 美大 島竜 郷町 土 浜 （樋出誠詢 採集 ）

　附記 ： パ イ プ ミ ジ ン ツ ツ ガ イ E 砌 加 〃zα∫（HABE ，1963）は こ の 新種 に 似 る が ，大形

で 殻頂 の 方 へ 顕 著 に 細 くな る の で 区別 で き る 。
F．　le8umen （HEDLEY ，

1899）は こ の 新種

に 最 も よ く似 る が ， よ り細長 く，殼 口 部 が よ く曲 る 。

Fartutum 　mag αtama 　n ．　sp ．

マ ガ タ マ ミ ジ ン ツ ツ ガ イ （新称）

　　 （第 1図版，第 7 − 9 図）

　殻 は 微小 形 ， 半透 明 白色 ，平 滑 で 光沢 が あ る 。 短 い 円 筒形 ， 多 少彎 曲す る が ， 殻 口 近 く

で 少 しよ く曲 り， 僅 か に 細 くな り ， 腹太 状 であ る。殻 口 は 円 く ， 殻頂 は 閉 ぢ るが ， 石 灰 は

ほ とん どふ くれ 出な い
。

　殻 高 1．8mm ，最 大 径 O．　7　mm
， 殻 口 径 O．　6　mm （完 模式 標本　国立 科 学博 物館 NSMT −

Mo 　55432，樋 出誠 詢 採集）

　殼高 1．6mm
， 最大 径 0．7mm

， 殼 口 径 O．　6　mm （副 模式標本 NSMT −Mo 　55433a，同上 ）

　模式 産地 ： 奄 美大 島竜郷町 土 浜

　附記 ： こ の 新 種 は甚だ 太 短 い 点 で パ イ プ ミ ジ ン ッ ッ ガ イ FartulUin 　kal
’
iyαmai （HABE ）

と異 な る 。

　 Caecum 　hinoidei 　 n ，　sp ．

ヒ ノ イ デ ミ ジ ソ ツ ツ ガ イ （新称）

　 　 （第 1 図版 ， 第11− 13図）

　殻 は 微小 形 ， 白〜黄 白色 ， 殼 口 の 方 は 薄 い 褐 色の 殻皮 をか む る。管 状 で 多少彎 曲 し ， 殻

口 の 方 へ ゆ る や か に 太 くな る。殻頂 は 石灰 が つ ま る が ， 背方 へ や や 著 し く突 き出 る 。殼 口

は 田 い が ，殻 目 縁 は 厚 くな らな い 。殼 表 は 殼 頂 の 方 で は 成長 脈 の み で あ るが ，殻 口 の 方 へ

次 第に 成 長 肋 に 発達 す る 。

　殻 高 4．Omm
， 殻 口 径 0．9mm （完 模式標本　国立科学 博物 館 NSTM − Mo 　55376

， 樋 出

誠詢採 集）

　殼高 3．6mm ， 殻 口 径 0．9mm （副模 式標 本 NSMT −Mo 　55377a， 同上 ）

　模 式産地 ： 奄美人 島竜郷 町土 浜

　附 記 ： こ の 新種 は 成 長脈 が 殻 口 の 方 へ 成 長肋 に 発達 す る こ と が特 徴 で あ る 。 ミ ジ ン ギ リ

ギ リ ツ ツ ガ イ Caecwm 属 と ミ ジ ン ツ ツ ガ イ Brochina 属 の 両方 の 特徴 を も っ た よ うな 種

類で あ る が ， 成 長二肋 が 出 る点 で前 属 に 置 く 。

　　 Five　valid 　species 　of 　the　family 　Caecidae 　have　been　reported 　from 　Japan

un 七il七〇 day ．　 In 七his　paper　four 　new 　species 　are 　described　in　addition 　to　them ．

　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　 PictOeaec2van．　n ．　gen 、

　　 Type 　SpeCieS ：　 Pictocα θeMm 　2apOmcwm 　n ・Sp ・
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              Shell minute,  tubate,  slightly  curved  and  slightly  attenuate  to the  top.

          Surfaee  smooth,  rather  dull white  with  zigzag  rnarkings  of  ye]Iow  and  brown.

          Aperture  circular.  Apex  filled by  the plug  which  hardly  projected.

              Remarks:  Zigzag  markings  on  the  dull white/  shell  surface  in this new  genus

          are  distinguishable from  the  genus  Broehiua.

                                Pictocaecum  daponiciem n.  sp.

                                    (Plate 1, Figs. 14-17)

              Diagnoses  as  in the  genus.

              Height  2.0mm  and  diam.  of  aperture  O.5mm  (Holotype specimen  housed

          in the  Nartional Science Museum,  NSMT-Mo  55371)

              Height  2.0 mm  and  diam.  of  apeTture  O.5 mm  (Paratype speeimen.  NSMT-Mo

          55372)

              Typue locaMty: Matsugaura,  Chiran-cho on  the eoast  of  Kagoshima  Bay,

          Kagoshima  Pref., Kyushu.

              Distrt'butdon: Besides  the type locality, T'suchihaJna, Tiatsugo-eho,  Amami-

          Oshima,  south  of  Kyushu;  Heta, Izu Peninsula, Honshu  and  Masunoura,  Noto

          Peninsula,  Honshu  (Japan Sea side).

                                 Partulenm  magatanna  n.  sp.

                                     (Plate I, Figs. 7-9)

              Shell minute,  short,  tubate,  translucently  white,  smooth  and  polished,  slightly

          eurved  and  rather  strongly  inflated, rapidly  increasing  its diameter from  the

          apex  to the  middle  and  slightly  constrieted  near  the aperture  again.  Aperture

          oblique  and  eircular.  Apex  fi11ed by the fiat plug.

              Height  1.6mm  and  maxim.  diam. O.7mm  and  diam. of  aperture  O.6mm

          (HolQtype specimen  housed  in the National Seience Museum  NSMT-Mo  55432)

              Height  1.6mm,  maxim.  diam. O.7mm  and  diam. of  aperture  O.6mm

          (Paratype specimen  NSMT-Mo  55433a)

              Type  eocatity: Tsuchihama,  Tatsugo-cho,  Amami-Oshima,  south  of  Kyushu.

              Remarks:  This  new  species  differs from  IJiaTtulzam kct[7'iyamai HABE,  1963

          (Pl. I, Figs. 4-6) in having  a  short  and  infiated shell.

                                 Fthrt2elum amamiensis  n.  sp.

                                     (Plate I, Figs. 4-6)

              Shell minute, tubate, slightly  curved  but distinctly cuTved  near  the aperture

          and  slightly  increasing  its diameter  from  the  apex  to the  aperture,  thin, trans-

          lucently  white,  smooth  and  polished. Apical  plug  on  the apex  extruded  and

          peaked  on  the dorsal side.  Aperture  oblique  and  eircular.

              Height  2.0 mm  and  diam. O.5 mm  (Holotype specimen  housed  in the  National

          Scienee Museum,  NSMT-Mo  55444)

              Height  2.0 mm  and  diam.  of  aperture  O.5 mm  (Paratype speeimen  NSMT-Mo

          55445a)

              Height  2.0 mm  and  diam. of  aperture  O.5 mm  (Paratype specimen  NSMT-Mo



The malacological society of Japan

NII-Electronic Library Service

The  malacological  society  of  Japan

       4 VENUS:Vo].  37, No.1(1978)

        55445b)

            Type  locality: Tsuchihama,  Tatsugo-Cho, Amami-Oshima,  south  of  Kyushu.

            Remarks:  Fartutzeen kadiyaman' HABE,  1963  is an  ally  to this new  species

        but has  the larger and  more  distinetly attenuate  she]I.  F. Iegta7nen (HEDLEy,  1899)

        from  Funafuti  is the  nearest  ally  to this new  species,  but has  the sho]rt]er  shell

        not  distinctly eurved  to the aperture.

                                 Cenecnem hinoidei n,  sp.

                                  (Plate I, Figs. 11-13)

            Shell minute,  white  to yellowish  white,  covered  by  thin brownish  periostracum

        on  the apertural  porvtion, tubate, weakly  curved,  slightly  increasing  its diameter

        from  the  apex  to the  aperture.  Surfaee  with  weak  gTowth  lines at  the apieal

        portion  growing  growth  ribs  to the  aperture.  Aperture  circular.  Apex  with

        distinctly extruded  plug.

            Height  4.0mm  and  diam.  of  aperture  O.9mm  (Holotype speeimen  housed

        in the  National Seience  Museum,  NSMT-Mo  55376)

            Height  3.6 mm  and  diam. of  aperture  O.9 mm  (Paratype speeimen  NSMT-Mo

        55377a)

            Type  locali,t･y: Tsuchihama,  Tatsugo-cho,  Amami-Oshima,  south  of  Kyushu.

            Remarks:  This new  speeies  is an  intermediate form  between  Caecum  and

        Brochi･na in having  the weak  growth  lines at  the  apieal  portion  and  the  distinet

        growth  ribs at  the  apertural  portion.
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Plate　I

Figs ．1−3．　 Type （3，　height 　2．8mm ） and 　paratype 　specimens 　of　Caecum 　 m αcuiatum 　HABE マ

　　　　　 ダ ラ ミ ジ ン ギ リ ギ リ ッ ッ ガ イ

46 ．Type （5 ，　height 　2．　0　mm ）and 　paratype 　 specimens 　of 　Fartul π m 　 amamiensis 　n ．　 sp ．ア マ ミ

　　　　　　ミ ジ ソ ツ ツ ガ イ

7−9．Type （7，　height　1．8mm ） and 　paratype （height　2，0mm ） specimens 　of 　Fartulum 　magata −

　　　　　 ma 　 n ．　 sp ．マ ガ タ マ ミ ジ ン ソ ツ ガ イ

10．Caecum 　 heterapex 　HABE （height　4．　3 皿 m ） シ タ ダ シ ミ ジ ン ギ リ ギ リ ツ ツ ガ イ
11−13．Type （11 ，　height 　4．　O　mm ）and 　paratype 　specimens 　of 　Caecum 　hinoidei　n ．　sp ．ヒ ノ ィ デ

　　　　　　ミ ジ ソ ツ ツ ガ イ

14
，

15．Type （14，　heigh 亡 2．　O　mm ）and 　paratype 　 specimens 　 of 」Pictocaecum 　1
’
aponicum 　 n ．　 sp ．

　　　　　モ ヨ ウ ミ ジ ソ ツ ツ ガ イ

16，Pictocaecum 　iaponicum　 HABE （right ，　 height　 2．5mm ） from 　Tsuchihama
，
　 Amami −Oshima ．

　　　　　奄 美 大島産 モ ヨ ウ ミ ジ ン ツ ツ ガ イ

17．Pictocaecum 　J
’
aponic ” m 　HABE （left，　 height 　 2．1mm ） from 　 Masuhoura ，　 Noto　 Peninsula，

　　　　　Honshu ．能登半 島産 モ ヨ ウ ミ ジ ン ソ ツ ガ イ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N 工工
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